
放射性物質の食品健康影響評価に関する 

ワーキンググループの設置について（案） 

 
 
１．趣旨 

  平成 23 年３月 20 日付けで厚生労働大臣から要請があった「有毒な、若し

くは有害な物質が含まれ若しくは付着し、又はこれらの疑いがあるものとし

て、放射性物質について指標値を定めること」に係る食品健康影響評価につ

いては、緊急時の対応として、平成 23 年３月 29 日に「放射性物質に関する

緊急とりまとめ」をとりまとめたところである。今後、諮問を受けた内容範

囲について継続して食品健康影響評価を行う必要があり、放射性物質の曝露

状況等も把握した上での評価や、放射性物質の発がん性、胎児への影響等に

係る詳細な検討等が必要なため、食品安全委員会に、審議内容を専門とする

専門委員等の参加を得て、放射性物質の食品健康影響評価に関するワーキン

ググループ（以下「WG」という。）を設置する。 

 
２．構成及び運営 

（１）WG は、委員長の指名する専門委員（別紙）により構成する。 
（２）WG に座長を置き、WG に属する専門委員の互選により選任する。 
（３）座長は WG の会議を招集し、議事をつかさどる。 
（４）座長に事故があるときは、WG に属する専門委員のうちから座長があら

かじめ指名する者が、その職務を代理する。 
（５）座長が必要と認めた場合には、WG に属する専門委員以外の有識者の参

加を求めることができる。 
（６）WG の会議、議事録等は原則として公開するが、個人の秘密等が開示さ

れ特定の者に不当な利益又は不利益をもたらすおそれがある場合において

は、「食品安全委員会の公開について」（平成 15 年７月１日食品安全委員会

決定）に準じて取り扱う。 
（７）WG の調査審議の結果は、食品安全委員会に報告する。 

 
３．その他 

上記に定めるもののほか、WG の運営に関し必要な事項は、座長が WG に

諮って定める。 
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